
　弊社福島第一・第二原子力発電所の事故により、皆さまに大変な
ご迷惑とご心配をおかけしていることを、改めて心よりお詫び
申しあげます。
　本ガイドは、ご請求に必要な項目を簡単にご確認いただける
よう作成しました。
　請求書本体へのご記入は、弊社社員がしっかりとご説明、
お手伝いをさせていただきますので、お電話いただく前に
次ページ以降についてご準備いただいたうえで、下記お問い
合わせ先までご連絡いただきますようお願いいたします。
　今後とも、損害賠償にあたりましては、請求者の皆さまの
実情をよくおききして対応してまいりたいと思います。いろ
いろとお手数をおかけいたしますこと、お詫び申しあげます。

ご請求簡単ガイド 
（個人さま用）

①電話による請求書作成のご相談
②現地説明会及び相談ブースのご案内
③訪問によるご相談

東京電力株式会社 福島原子力補償相談室

0120-926-404
（受付時間／9:00～21:00） 

お電話

お 問 い 合 わ せ 先

（体制整備に万全を期してまいりますが、当面はお出向きが
難しい方を優先させていただきます）

ご請求者さまのご要望に応じ、下記の対応をさせていただきます。

6

ご避難後、マイカーや家財道具について
放射線検査を受けられましたか

7

その他ご不明な点やお困りの点はこざいませんか

●領収証や検査結果が分かる書類はございますか

受けられた場合

ある ない

受けた 受けていない（　　   　月　 　　日 ）
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諸事情により、説明会に出向くことが困難である
避難先で購入した家財道具等の請求方法が分からない

領収証を紛失してしまったが、提出を省略できるものはないか
その他



請求書の記入方法のご相談にあたっては、担当者が下記に
ついておたずねさせていただきます。大変恐縮ですが、
可能な範囲でご準備くださいますようお願いいたします。

1

追加仮払金のご請求時にご避難先をお申し出いただいている方は、その内容が
印字された請求書を送付しておりますので、そちらに補足をお願いいたします。

●移動に関するもの
　（交通機関の領収証・航空券の半券等）

これまでにご避難されていた場所について

①

⑥

②

⑦

③

⑧

④

⑨

⑤

⑩

ご用意いただく書類

ある ない

●宿泊に関するもの
　（旅館、ホテルの領収証・その他宿泊の事実を証する書類）

ある ない

2
一時立入はされましたか

（　 　　月　 　　日 , 　 　　月　 　　日 , ほか　 　　回 ）し　た

していない

3

ご避難されているあいだに、病院等で受診されましたか
受診した

受診していない

●領収証はございますか ※医療費が高額の場合は診断書をご提出いただく場合が
　ございます。

受診された場合

ある ない

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

（　　   　月　 　　日 ～ ）

4

3月11日時点で就労しておられましたか
（または就労されるご予定はございましたか）

●就労されていた場合、昨年または従前の給与を証する書類
　（例「給与明細書」等）、あるいは就労の事実を証する書類はございますか

●就労予定があった場合、その事実を証する書類（例「内定通知書」等）は   
   ございますか

就労されていた、または就労予定があった場合

ある ない

ある ない

就労していた 就労していなかった 就労予定があった

5

ご避難後、ご自身の放射線検査や健康診断を
受けられましたか

●領収証や検査結果が分かる書類はございますか
受けられた場合

ある ない

受けた 受けていない（　　   　月　 　　日 ）

（　　   　月　 　　日 ～　　   　月　 　　日 ）




